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202 超海王星話説事情
ボlClyde　W．　Tombaugh氏であるらしい．しかし，いよいよ
新遊星の事實を確めるtzめには運動を砺罪する必要があb，其
のtzめには幾人もの人が協力する必要があっナこらしい．從って，
此の登見の名評を負ふ人々こしては，前記bムボ1氏のほかに，
毫長スライフアV・MSIipher氏，；其の弟スライフア．E・C・Sli－
pher氏，ラムプランドC．0，　Lampland氏，井フアムス1〈．　P・
Wi11iams氏，ギノv　T．　B．　Gill氏，エトワ1ヅG●H．　Edwads氏
及び，二時の滞在研究者タンカンJ・S・：Dancan氏（エレスv
イ天文墓長）であるご傳へられてるる・
・・リ1彗星に關解すろ水瓶座流群星
ホ撰孝二郎
　毎年五月上旬，水瓶座に輻射点を有する一流星群が，夜明雨
の敷時間東天に出現するが，この流星群は，十月中旬以後下旬
にかけて現はれるオソオン座流星群ご共にプ週期彗星中野も有
名であb且最も長い歴史を有し，有史以來29回の出現を確めら
れてみる？・り一彗星に關聯するものこして知られてみる・ハヲ
1彗星ε云へば極く最近一一一九一〇年（登見は前年9月）に其の
雄大なる姿を全世界の人々に見せナこ事に於て，護者にはあまり
にも記憶に新ナこなるものであらう・この彗i星については邦文：の
書籍にも相當詳しく書かれてあり，天文月報には今回載せられ
ナこ事があるので，こXにのべる必要は全ぐないご思ふ　（しか
しこの彗星の記事を特に知りたい方は東京天文墓の凹田理學士
の書かれ花「彗星」を御覧になるのが最も好都合であらう・
　五月上旬の水瓶座二塁群がハソ1彗星の軌滋を辿り，’爾者が
不離の關係を持つこごを確定し7Zのは，比較的近年の事（・・り
1彗星最近の出現後）で，米國の流星天文學者C・：P・Olivier、及
バリ1蘇星に關聯する水瓶座流君1塁 203
び濁逸の｝loffineis七erの功績に侯つものである・
　本年は4月29日に新月Eなb，翌5月13日満月ざなるので，恰
かもこの流星群の出現する五月の上旬は，天候さへよければ，
夜明前の擬測は最も都合よく・實に絶好のチャンスご思ふ流
星課では本年度観測の第一問題こしてこの流星群を撰び，丁寧
の観測者に依頼する所以はこ5にあるので，是非共成果を得
すこいものこ思ってみる．私は観測についての豫備知識の意味を
も含めて以下この流星群の由來をのべたいご思ふ・
（DHersche吸びDennln9の研究ε其の批諄
　西紀一入六八年Rudolph：Falbご云ふ入は，5月初旬に出現す
る流星がハソ1彗星に何等かの關係があるものこ考へ一論文を
登表したが，これがこの問題に回する最初のも0）であらう’一こ
の論文の誤謬はウ／1ンのEdniond　Weissによって指摘され把
が，其後十年をへだてて1876年，A・S・Hersehelは‘ζ：Lis七〇f
theoretieal　Meteor　Showers　of　Certain　Comet，　approximately　cor－
roborated　by　Observation，，（Mon七hlアNo七36，260，1876）ご題：
する57個流星群を含む表を著はしナt・この中にパリ1i彗星に關
するものこして一つの流星群をかXげてるる・これに依れば，
A．馨星と地球較道と最も近き黒占を地球が毎年通過するのは五月四日・
B・その時の彗星地球間のへだたUは
C・理論的輻射黙は
D．観測こたる輻射黙との差は
　0・06天丈輩位
旧藩璽二＝量〕37。　，赤緯＝oe
　l　．so
ざ，興へてるる，英の後門の観測材料からD・の値を15。より1P
までに持來したが，11．の差異は何ご云っても，流星群ご彗星
の關聯を論ずるには甚だしい差異であって，この事實をもって
Hersehelが爾者の關係を確定しナこごは勿論云へないのである・
　十年の後一八八六年五月英國の流星王W・：F．：Denningはノ・
り1彗星の流星群（Meteor　Showers　of　Halley’s　Come七）なる論
文を登表した．
　彼はこの論文中に，Herschelの引用したTupmanの観測（18
2M バリ1彗星に關画する水瓶座流星群
70年），Corderの観測（1878年），／タフ1に於ける満人の観
測者によって得tzる輻射点を引用し，叉自己の観測（1880年及
び1886年）よbも輻射点を決定し，水瓶座流星群Sノ・りli彗星
Eの關係を論じたのである，然し彼が輻射点の決定に際して甚
だ非科學的一粗宋なる　　態度をごつた事は，彼の結果を著
るしくきつつけてみるものである．tこSへばCbrderや自己の
観測に於て半夜に亙る観測を結合しナこるが如き事は大いに非難
されてるる点である・
　其後13年を経過して一八九九年：Denningは流星群の輻射点
総目録を旧刊したが，この総目録は流星研究者にごつて無くて
はならen重要な役目をもつてみるのである・この中より下に水
瓶座γ流星群こして彼が記しfZものを抽出して置かう・彼はこ
の水瓶座流星群について備考欄に“多分ノ・yl彗星S關聯して
みる，，旨書き添へてるる・
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　上記の表を一瞥してわかる逓り，8個の輻射灘中科學的に決定
されてるるのは［TUpmanの観測しtzる3個にすぎない・
　水瓶座のこの流星群の輻射瓢が日を追ふて東方に移動するこ
ごは米町のOlivierやDole等によって観測上確めてみる事實
である・かsる理由から見て：Denningの引用しtz輻射鮎の位
置はTupmanのものを除いては全く不平野のものであるこごが
知れる・元來：Dennin9は偉大なる流星観測家こして宇世紀の
努力をさ5げて來た人であるが，理論家でなぐ敷學の素養に乏
しい入であった爲，流星幅熱演より軌道を計算する如きこEは
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してない様である・上記入個の輻射貼で見ても，いつれの輻射
黙が水瓶群ごバリ1彗星この關聯をよりょく誰するか明らかに
せす・，か＼る企てすらしてみない様である・この理由からDenn－
ingを以て，眞の登見者こするこごは出來ない
（DOIivierの砺究
　計器のolivier（萬國天文學協會の流星部長）は1910年Iuick
天文壷に於ではじめて水瓶座流星群の観測に成功し得tz・同年
5月4日及び5月11口の月日に各6個，5－6個の同流星群に属する
ものを捕へ，（同日こも一時間以内の襯測よb得られt3正確な
ものである・）直ちに輻射瓢を決定し，これに高慮する拠物線
軌道を計箕し，バリ1彗星の要素ご比較が行はれた・こ5に於
て始めて，理論及實際の爾方面より水瓶座2流星群ごノ・り1彗
星Eの關聯を決定的に謹し得ナこのである・
　下記の表は1910年よb1913年までの間に得られtz　8個の輻射
鮎より二心しtz軌道要素を彗星の要素ごEもに示すもので，黒
物線軌道及楕田軌道の雨要素について計算されてみる．もこも
Sノ・り1彗星は地球軌道へ4，000，000哩以内は近づき得す，爲に
流星軌道ご彗星の経路を二二的に同一のものこはなし得ないの
はやむを得ない　しかるに次表に示すごごき要素の一致は，流
星群E彗星軌這この二二について疑ふ臨地をもたしめない・
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　1921年OlivierはR・M・：Doleこごもに前記檬の計書に依
って，水瓶群を観測し4個の輻射黙を獲得し，1910年及び1911
年に登聞した輻射黙の東方移動を確定したのである・
（m）HoffrneisterのM究
　濁逸の流星學増すこるHoffmeisterはOlivierごは濁立に，19
12年1月28日付及び1913年8月21日付の二論文によって流星ご彗
星この關聯を螢表しすご．論文に用ひられすごる観測材料はヨ1ロ
ツパの野際平門關tzるthe：Bureau　Central　Mξt60riqueのメソノ“
1が1910年及び1911年に行つナZものを採ってみる・決定しナこる
輻射瓢は良好のもので，軌道の計算には天頂引力を考に入れて
みるこころは周到なものである．（Olivierの登表には天頂引
力を省暑してるるが，この最大値は41tに過ぎぬ爲，同氏の断
定を大してきつつけない・）
　先づ12個の輻射瓢を三つの李均野中に類集し，流星軌道の長
軸を彗星の長軸に等しくごb，楕圓軌道を確定しすご’彼は更に
相異なる三個の軌道の中，第一及び第三のものを第二の交野の
位遣にうつして結合し，最後に次の如き修正値を得tz，
　st　．，　4i）e　ll；t　7T・　．：144e　s4r
　o　　＝　9．　9．　41　e　：O．9，　6682
　c　＝＝　162　38　q　＝O．59480
（皿）交勲の移動
　流星軌道の交瓢が停止してみるものこすれば紀元401，839，
927及び934年の流星雨（天界第八懇84號107頁第四表二二）は
この水瓶座流星群に属するものかも知れSUが，’・り1彗星の交
黙が後退する事實から流星雨の出現は四月申よりも五月中のも
のが二二らしい・Newtonの表中には紀元842年5月19・4日及11
58年5月12，4日　（日は1850年の日付に引直してみる）の二個の
みが可能性を持つこごになる・諸種の推定から後退の値mi一一’年
三均dρ＝の．9’こするのが正しいやうである．他方パリ1彗
星については，
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1835年ではdS2　・・　一1．5t　1910年で1よd9＝一16”漏樋瓦3’
　二個の孕均をこればd9・・一〇・9こなり，先の推定t一一一’致する
流星雨の出現に近い彗星の出現は837年及び1145年であるから，
流星雨の出現に先んずるこご各々5年及び13年である．かx
る理由は今後の研究に依って解決さるべきものであらう．
（v）結　　　び
　現在この水瓶群の極大は5月3日±2日ご考へられてるる．
　昨一九二九年度に於ては流星諜に於て計叢的に観測をしtzが
充分なる成績を塞げるこごは出來なかつすZ・　（これ等の結果は
天界第九巻102號一昭和四年九月號一471頁に登表してみる・御
塞照を願ふ）
　本年度は最初のベナこ如く月明の影響が全く無く，観測に絶好
の機會である爲，會員の奮起を願って，多敷の観測を集め充分な
研究をこげて見だいS思ふ参考の爲観測計叢の概略を述べる・
　　期　　 間　　　　4月30日よv］5月10日迄
　　時間 午前2時雫より4時に至る1時間雫
　　方向　東天の水瓶座附近
　研究題目の主要なものは
1．輻射鮎の移動確定（軌道の計算）
2．同一流星の實纏路決定
3．　統言十良勺研究
黄道光，附録日照及黄道光帯
　　　（観測せんピする入に）
小　　山　　秋　　雄
　その名は大抵の書物で知られてみる事ご思ふが黄道光を實
際見られた方は案外少いのではないのかご考へられる・北宇球
